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天然ゴムにおける架橋形態の比較(1)

架橋の種類は， 硫黄加硫系， EV 加硫系， 非硫黄加硫系
などいくつかある． 架橋の種類と加硫ゴムの物性につ いて
は， 過去にもいくつか紹介されている．

酸化物170℃
(2)ムー ニ ー スコ ー チ試験

ML-1, 125℃
今回は， 天然ゴムを用いて硫黄加硫， EV 加硫， 無硫黄

加硫， キノイド架橋， マレイミド架橋， 過酸化物 架橋の比
較を紹介する． 表1にムー ニ ー スコ ー チ試験， 図1から3

に加硫試験結果を示した． 過酸化物， マレイミド架橋は，
最適の温度で測定した．

ここに記載した内容は， 細心の注意を払って行った試験
に基づくものでありますが， 結果をすべて確実に保証する

ものではありません．

加硫試験の結果， キノイド架橋は加硫速度が速<, スコ
ー チも速い ．

実 験

1. 配合
NR 100, RAFカ ー ボン50, ナフテン系オイル10, ス
テアリン酸1, 酸化亜鉛5, 架橋剤加硫促進剤表1に
示す

18 

15 

�12 

i ロ96 
-R 

3 

゜

⑥マレイミド

゜ 10 15 20 25 
時間/ min 2. 試験項目

( 1)加硫試験 図2 加硫試験の結果（測定温度180℃)
MDR2000, 測定温度； 150℃， マレイミド180℃， 過

18 

15 
E z 

で

・ 12 
＼ 

ぶ主 ，

胃 6

3 

゜

゜

18 

②セミEV 15 
E 

＼碑硫黄
z 
で

・ 12 
＼ 

⑦過酸化物

③ EV 

�千ロこ9 6 ＼ ⑤キノイド

\.!JP厄只 3 

゜

5 10 15 20 25 30 ゜ 10 15 20 25 
時間/ min 時間/ min 

固1 加硫試験の結果（測定温度150℃) 屈3 加硫試験の結果（測定温度170℃)

表1 ム ー ニ ー スコ ー チの結果

加硫系
①硫黄加硫 硫黄(2.0)/C Z (0. 8) 

V 、rn 

20 
恥[min]

21. 3
②セミEV加硫 硫黄(l.O)/CZ(l.0)/TT(0.5) 21 14.0

----------------------------------------、-----------、----------------------------------—←---------------------------------------

③ EV加硫 硫黄(0.5)/CZ(l.5)/TT(l.O) 26 13.0
④無硫黄加硫 TT (4. 0) 19 8.4
⑤キノイド架橋 GM(2. O)/DM(4. 0) .27 3. 4

······ —.. ← .......................... ・···········································································—... ← 一.......... 

⑥マレイミド架橋 PM(3. O)/DM(2. 0)/硫黄(0. 5) 29 19. 5
ー←································ —........... ← ..... ← ....................... —... —... —···································· 

⑦過酸化物架橋 DCP (6. 75) ; 40%希釈品 30 7. 1
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